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研
究
発
表
要
旨

ミ
サ
典
礼
（
感
謝
の
祭
儀
）

に
お
け
る
「
主
の
祈
り
」
の

位
置
づ
け
と
「
主
の
祈
り
」

翻
訳
の
歩
み

　
　
　
　
　
日
本
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
場
合

＝

牧
　
野
　
玲
　
子

ミ
サ
典
礼
に
お
け
る

門
主
の
祈
り
」
の
位
置
づ
け

（
概
略
）

第
ニ
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
以
後
の
ミ
サ
典
礼
（
感
謝
の
祭
儀
）

は
次
の
各
部
か
ら
な
っ
て
い
る
：

（
A
）
開
祭
の
儀
（
1
。
入
祭
、
狂
。
回
心
の
祈
り
、
m
。
あ
わ
れ

　
　
み
の
賛
歌
、
W
。
栄
光
の
賛
歌
、
V
。
集
会
祈
願
）

（
B
）
こ
と
ば
の
典
礼
（
1
。
聖
書
朗
読
、
H
。
朗
読
の
合
閥
の
歌
、

　
　
照
。
説
教
、
W
。
信
仰
嘗
三
茜
、
V
。
共
同
祈
願
）

（
C
）
感
謝
の
典
礼
（
1
。
供
え
も
の
の
準
備
、
H
。
感
謝
の
祈
り
・

　
　
奉
献
文
　
㊧
…
1
、
瓢
。
交
わ
り
の
儀
　
㊧
1
2
）

（
D
）
奇
祭
の
儀

　
『
ロ
ー
マ
こ
こ
サ
燕
ハ
礼
書
の
総
則
』
（
H
Φ
①
り
曾
一
H
．
ω
O
）
（
ぎ
馨
一
9
自
o

O
Φ
昌
霞
巴
δ
ζ
δ
ω
巴
｛
ω
刃
O
ヨ
鋤
巴
H
Φ
①
P
嵩
’
ω
O
発
効
）
に
よ
る
。

　
西
方
典
礼
ミ
サ
へ
の
「
主
の
祈
り
」
の
導
入
が
西
暦
四
世
紀
末

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
資
料
が
証
明
し
て
い
る
。
（
③
1
3
）

．
．
ω
器
。
臨
》
ヨ
訂
。
ω
賦
鑓
σ
震
鎚
Φ
露
《
ω
8
議
ω
簿
Q
o
霞
讐
8
①
ω
飢
Φ

ω
鋤
。
莚
ヨ
①
馨
δ
．
．
に
収
め
ら
れ
て
い
る
．
、
U
Φ
ω
鋤
6
鐙
日
①
簿
齢
、
”

（
㊥
1
4
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
は
第
一
～
三
の
講
和
で
洗
礼

の
ω
碧
建
臼
Φ
嵩
貯
ヨ
（
秘
跡
）
に
つ
い
て
講
じ
、
第
四
の
講
和
か
ら

聖
な
る
祭
壇
の
ω
鋤
。
『
鋤
ヨ
①
簿
蕉
B
（
秘
跡
）
・
ミ
サ
に
つ
い
て
語
る
。

ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
が
秘
跡
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
旧
・
新
約
聖
書

を
基
に
し
て
「
救
い
の
歴
史
」
を
開
示
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
ミ

サ
に
つ
い
て
語
る
場
合
も
旧
約
時
代
の
聖
な
る
祭
壇
の
儀
式
か
ち

始
め
る
。
例
え
ば
、
ω
鋤
。
贔
ヨ
⑦
簿
償
旨
（
秘
跡
）
の
こ
と
ば
に
よ
る

聖
別
に
よ
っ
て
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
が
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
と
血
に

変
わ
る
こ
と
（
聖
変
化
）
を
説
明
す
る
際
に
は
「
義
の
王
・
平
和
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の
王
L
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
祭
司
職
に
言
及
し
、
こ
れ
に
優
る
「
義

の
王
・
平
和
の
王
」
キ
リ
ス
ト
の
捧
げ
へ
と
聴
衆
を
導
い
て
行
く
。

第
五
の
講
和
－
四
で
は
、
前
節
ま
で
の
聖
な
る
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒

の
講
和
に
続
い
て
「
主
の
祈
り
」
に
つ
い
て
語
る
。
「
…
あ
な
た
を

洗
礼
に
よ
っ
て
お
生
み
に
な
っ
た
御
父
、
御
子
に
よ
っ
て
あ
な
た

を
あ
が
な
わ
れ
た
御
父
（
の
方
）
へ
、
…
『
わ
れ
ら
の
父
よ
』
と

書
い
な
さ
い
。
…
『
盤
と
さ
れ
ま
す
よ
う
に
』
と
は
…
か
れ
（
御

父
）
の
聖
性
が
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
く
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、

か
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
聖
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
願
う
こ
と

で
あ
る
。
…
『
わ
れ
ら
の
毎
日
の
パ
ン
を
今
日
わ
れ
ら
に
与
え
た

ま
え
』
…
イ
エ
ズ
ス
は
パ
ン
と
轡
わ
れ
た
。
し
か
し
、
エ
ピ
ウ
…

ズ
ィ
オ
ン
（
伽
§
卜
O
芯
◎
ド
O
胃
）
す
な
わ
ち
『
実
体
的
な
』
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
パ
ン
は
…
わ
れ
わ
れ
の
魂
の
実
体
を
さ
さ
え
る
永
遠
の
生
命

の
パ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
で
ギ
リ
シ
ャ
語
で
エ
ピ
ウ
ー
ズ
ィ
オ
ス
（
伽

ミ
。
熔
q
S
ω
）
と
言
わ
れ
る
。
　
一
方
、
ラ
テ
ン
訳
は
、
…
『
毎
日
の

パ
ン
』
と
訳
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
『
今
日
』
は
『
エ
ピ
ウ
ー

ザ
・
へ
…
メ
ラ
』
（
伽
ミ
。
ぐ
q
黛
尋
装
翠
黛
）
と
善
…
開
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
…
ギ
リ
シ
ャ
訳
は
、
こ
の
二
つ
の
意
味
を
、
一
つ
の
醤

葉
で
言
い
表
し
た
が
、
ラ
テ
ン
訳
は
、
『
毎
日
の
』
と
耀
う
。
し
（
．
．
U
Φ

ω
鋤
。
錘
㍉
、
訳
文
一
二
六
～
一
二
九
頁
）
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
主
の
祈

り
」
と
聖
体
及
び
そ
の
拝
領
と
の
関
係
を
前
提
に
し
た
講
和
で
あ

る
。
な
お
、
エ
ピ
ウ
ー
ズ
ィ
オ
ス
（
伽
戦
卜
O
憾
q
卜
O
G
o
）
に
つ
い
て
は
当

該
箇
所
注
超
「
…
大
部
分
の
教
父
た
ち
は
、
こ
の
願
い
を
、
聖
体

に
つ
い
て
の
願
い
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
従
っ

て
、
ど
の
教
会
（
ミ
ラ
ノ
ー
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
、
ア
フ
リ
カ
ー
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
　
ロ
ー
マ
ー
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
等
の
文
献
参
照
）

で
も
、
『
主
峯
文
』
が
、
聖
体
拝
領
の
準
備
の
た
め
の
も
っ
と
も
よ

い
祈
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
」
を
も
含
め
て
参
照
さ
れ
た

い
。
現
代
の
典
礼
神
学
者
旨
》
し
§
ひ
q
∋
鋤
露
は
「
聖
体
拝
領
の

儀
は
、
…
聖
体
拝
領
そ
の
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

…
そ
の
遠
い
準
備
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
聖
体
拝
領
の
準
備
と
し

て
は
、
何
よ
り
も
主
の
祈
り
（
℃
鋤
叶
⑱
吋
雛
○
ω
叶
①
吋
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
日
用
の
か
て
を
求
め
る
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
次
に
罪
の
ゆ
る
し
を
願
う
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
れ
ら
の
罪

を
ゆ
る
し
、
ま
た
す
べ
て
の
悪
よ
り
救
い
た
ま
え
と
い
う
願
い
は
、

そ
の
後
文
『
主
よ
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
　
す
べ
て
の
悪
よ
り
、

わ
れ
ら
を
救
い
た
ま
え
（
い
8
Φ
錘
コ
o
ρ
ρ
轟
①
ω
¢
ヨ
器
・
：
こ
の
祈

り
の
中
に
続
け
ら
れ
、
そ
の
祈
り
は
『
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ズ
ス
・

一22一



キ
リ
ス
ト
に
よ
り
て
（
℃
興
U
O
日
並
ニ
ヨ
う
。
ω
嘗
鳳
欝
ご
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
わ
た
し
た
ち
は
『
天
に
ま
し
ま
す
』
の
祈

り
を
主
の
戯
口
つ
か
ら
受
け
、
ほ
か
の
祈
り
と
同
様
に
、
主
を
通

し
て
、
天
の
父
に
さ
さ
げ
る
の
で
す
。
L
（
㊥
一
5
）
こ
れ
ら
二
資

料
は
、
各
の
観
点
か
ら
、
ミ
サ
典
礼
に
お
け
る
「
主
の
祈
り
」
の

位
置
づ
け
と
そ
の
意
義
・
役
割
を
紹
介
し
て
い
る
。

二
、
O
讐
。
コ
の
「
主
の
祈
り
」

．
、
α
o
×
o
δ
⑰
q
6
．
．
に
つ
い
て

副
文
に
続
く

　
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
文
の
「
主
の
祈
り
」
に
続
く
副
文
～
「
わ
れ

ら
を
試
み
に
…
、
わ
れ
ら
を
悪
よ
り
…
し
の
延
長
と
し
て
の
挿
入

祈
願
（
①
讐
び
O
目
ω
B
＝
ω
）
～
の
後
に
．
d
O
×
o
δ
ぴ
q
貯
、
．
が
挿
入
さ
れ
た

の
は
一
九
六
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
（
㊧
1
6
）
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典

礼
文
に
は
古
く
か
ら
奉
献
文
の
結
び
と
し
て
の
栄
唱
．
．
仙
○
×
－

9
0
ひ
q
貯
眺
喪
心
岡
ω
．
、
が
「
主
の
祈
り
」
へ
の
招
き
の
こ
と
ば
の
直
前
に

入
っ
て
い
た
。
（
㊧
1
1
参
照
）
そ
れ
故
、
新
た
な
．
．
繍
○
×
o
δ
α
q
昼
、

の
挿
入
が
ミ
サ
典
礼
文
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
句
の
挿
入
は
、
改
訳
「
主
の
祈
り
㎏
作
成
を
見
据
え
た
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
な
判
断
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
九
九
年
二
月
二
十
八
日
付
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞

は
、
拙
稿
の
完
成
を
前
に
、
臨
時
司
教
総
会
に
お
い
て
聖
公
会
・

カ
ト
リ
ッ
ク
共
通
訳
「
主
の
祈
り
」
試
用
を
承
認
し
た
旨
、
報
道

し
た
。
（
⑳
1
7
）
こ
れ
に
よ
り
口
語
身
共
通
訳
「
主
の
祈
り
」
誕

生
は
確
実
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
聖
公
会
・
カ
ト
リ
ッ
ク
共
通
訳

『
主
の
祈
り
』
案
（
『
主
の
祈
り
』
共
通
訳
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
）
の
全
文
を
転
載
す
る
。

　
「
天
（
て
ん
）
に
お
ら
れ
る
わ
た
し
た
ち
の
父
（
ち
ぢ
〉
よ
　
み
名

（
な
）
が
聖
（
せ
い
）
と
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
み
国
（
く
に
）
が
来
（
き
〉

ま
す
よ
う
に
。
み
こ
こ
ろ
が
天
（
て
ん
）
に
行
（
お
こ
な
）
わ
れ
る
と

お
り
地
（
ち
）
に
も
行
（
お
こ
な
）
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。
わ
た
し
た
ち

の
臼
（
ひ
）
ご
と
の
糧
（
か
て
）
を
今
日
（
き
ょ
う
）
も
お
与
（
あ
た
）

え
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
の
罪
（
つ
み
）
を
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
も
人
（
ひ
と
）
を
ゆ
る
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
を
誘
惑

（
ゆ
う
わ
く
）
に
お
ち
い
ら
せ
ず
、
悪
（
あ
く
）
か
ら
お
救
（
す
く
）
い

く
だ
さ
い
。
国
（
く
に
）
と
力
（
ち
か
ら
）
と
栄
光
（
え
い
こ
う
）
は
、

永
遠
（
え
い
え
ん
）
に
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
ア
ー
メ
ン
」
（
㊥
一
8
）

一23一



　
　
　
　
　
三
、
「
主
の
祈
り
」
翻
訳
の
歩
み

　
　
　
　
　
～
日
本
Q
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
場
合
～

　
　
　
　
　
（
前
回
発
表
時
の
諸
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
）

上
記
共
通
訳
試
用
が
承
認
さ
れ
た
以
上
、
改
訳
規
範
版
『
ミ
サ
典

礼
書
』
（
紀
元
二
千
年
血
7
6
成
予
定
）
に
も
、
こ
の
「
主
の
祈
り
」
（
案
）

を
基
に
し
て
検
討
さ
れ
、
そ
の
後
最
終
的
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
門
注
】

⑳
一
1
　
疑
総
則
（
2
9
α
α
）
参
照
。
感
謝
の
登
り
・
奉
献
文
（
○
効
コ
。
づ
）

　
　
　
は
八
つ
の
構
成
要
言
か
ら
な
る
。
そ
の
八
番
目
「
結
び
の
栄
唱
」

　
　
　
．
略
興
ε
零
9
圃
倶
。
臼
ご
ど
ω
ρ
簿
圃
囲
ご
場
（
ン
。
。
。
け
甑
玄
O
⑦
o
℃
鎮
臨

　
　
　
o
ヨ
鼠
℃
0
9
コ
9
懸
盤
臥
鐙
8
Q
り
営
ユ
貯
ω
讐
ざ
9
0
ヨ
践
ω
剛
6
p
O
讐
①
け

　
　
　
α
q
δ
吋
冨
唱
Φ
増
○
ヨ
鉱
⇔
。
。
8
0
三
鋤
。
。
田
。
巳
○
弓
毎
多
　
》
B
Φ
ゆ
、
、
は

　
　
　
．
d
O
×
9
0
α
q
鑓
麟
口
巴
圃
ω
、
、
と
称
さ
れ
、
奉
献
文
（
O
費
μ
○
コ
）
の
最

　
　
　
後
に
神
の
栄
光
へ
の
賛
美
を
表
す
為
の
会
衆
に
よ
る
応
唱
で

　
　
　
あ
る
。
我
々
は
こ
の
．
．
創
。
×
o
ざ
ぴ
q
蟹
．
．
に
よ
っ
て
奉
献
文
が
讐
～
結

　
　
　
ば
れ
る
」
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
感
謝

　
　
　
の
祈
り
・
奉
献
文
（
0
き
§
鑓
圃
ω
ω
鋤
①
）
は
聖
変
化
を
含
む
ミ
サ

　
　
　
の
主
要
部
で
り
、
第
ニ
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
ま
で
は
こ
の
串

　
　
　
の
四
番
目
「
制
定
の
叙
述
し
（
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
と
行
い
に
よ

　
　
　
る
最
後
の
晩
餐
の
再
現
、
受
難
と
復
活
の
秘
跡
の
制
定
、
聖
体

　
　
　
の
秘
跡
の
制
定
と
そ
の
神
秘
の
永
続
命
令
）
が
特
に
強
調
さ
れ

　
　
　
て
い
た
。

㊧
一
2
　
同
総
則
（
Z
O
・
㎝
①
）
参
照
。
交
わ
り
の
儀
（
菊
凶
窪
ω
　
O
O
ヨ
ー

　
　
　
ヨ
§
一
〇
甑
。
。
）
は
（
C
）
）
感
謝
の
典
礼
の
第
田
部
に
あ
た
り
、
十

　
　
　
一
の
構
成
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
。
3
王
の
祈
り
」
は
そ
の
最
初

　
　
　
に
紘
澱
す
る
。

⑳
一
3
　
旨
○
．
空
心
ぎ
⑳
2
著
腕
聖
体
祭
儀
の
史
的
展
開
脈
（
南
窓
社

　
　
　
…
九
七
〇
）
三
三
六
～
三
三
七
頁
と
当
該
注
4
～
1
8
参
照
。

　
　
　
※
本
書
は
O
銭
さ
部
の
「
・
王
の
祈
り
」
後
文
に
続
く
島
。
×
o
δ
α
q
冨

　
　
　
の
挿
入
時
期
（
一
九
六
九
年
）
に
言
及
し
て
い
る
。

㊧
1
4
　
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ウ
ス
著
／
熊
谷
訳
同
秘
跡
』
昭
和
三
十
八
年
創

　
　
　
文
社
版
参
照
。

⑳
一
5
旨
》
し
§
ひ
q
ヨ
磐
P
ω
閥
い
、
6
》
G
っ
0
り
ご
○
出
〉
説
ω
雌
ω
O
譲
閃

　
　
　
瓢
○
○
＝
○
国
ゆ
じ
肖
ρ
．
－
○
戦
≡
託
ひ
q
区
漢
語
窪
窪
Φ
。
。
O
p
。
コ
9
9
駕
陣
ω
鈴
甲
”
、

　
　
　
芝
儒
嚢
び
毒
筆
一
〇
鰹
／
『
聖
体
祭
儀
ー
ミ
サ
典
文
の
中
心
思
想
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一
』
　
（
薗
…
窓
社
一
九
山
ハ
八
）
八
九
～
九
〇
着
只
参
昭
…
。

　
　
　
巌
一
九
五
四
年
に
出
版
（
一
九
六
八
年
訳
）
さ
れ
た
本
書
が

　
　
　
O
磐
。
φ
の
「
主
の
祈
り
」
後
文
に
続
く
匹
。
×
o
δ
α
q
鑓
の
挿
入
に

　
　
　
言
及
し
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
（
㊥
…
3
参
照
）

㊧
1
6
　
現
在
の
規
範
版
『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
（
一
九
六
九
／
邦

　
　
　
訳
認
可
　
九
七
八
）
で
は
「
国
と
力
と
栄
光
は
、
限
り
な
く
あ

　
　
　
な
た
の
も
の
」
で
あ
る
。
、
、
O
鉱
鋤
ε
∬
旨
①
ω
け
諾
σ
q
蒙
β
曾

　
　
　
8
骨
Φ
ω
賦
ρ
簿
ひ
q
δ
吋
冨
貯
ω
結
9
篇
斜
、
、

㊧
1
7
　
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
『
主
の
祈
り
五
玉
通
訳
検
討
ワ
ー

　
　
　
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
代
表
金
子
知
代
氏
に
よ
る
と
、
カ
ト
リ
ッ

　
　
　
ク
側
の
今
後
の
予
定
は
、
5
月
中
…
試
用
期
間
、
6
月
…
司
教

　
　
　
協
議
会
で
決
定
、
1
0
月
…
聖
公
会
・
カ
ト
リ
ッ
ク
共
通
訳
「
主

　
　
　
の
祈
り
」
最
終
検
討
、
1
2
月
2
4
凱
…
共
通
使
用
の
実
現
と

　
　
　
な
っ
て
い
る
。

㊧
1
8
　
共
通
訳
の
色
。
×
O
H
o
α
q
冨
に
つ
い
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
棚
の
見

　
　
　
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
　

　
　
　
　
「
ミ
サ
の
式
次
第
の
中
に
、
主
の
祈
り
の
後
の
副
文
の
応
唱

　
　
　
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
通
常
は
主
の
祈
り
に
は
含
ま
れ

　
　
　
な
い
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
集
会
の
際
に
は
と
も
に
唱
え
る
こ

⑳

　
と
に
な
る
の
で
、
本
文
と
合
わ
せ
て
案
を
作
成
し
た
。
」
（
原
文

　
の
ま
ま
〉

市
瀬
英
昭
著
「
主
の
祈
り
」
ロ
語
訳
に
よ
せ
て
（
南
山
大
学
　
紀

　
要
　
第
2
6
号
　
平
成
1
0
年
1
2
月
）
に
は
、
時
代
的
に
は
、
筆
者

　
が
前
回
配
布
し
た
諸
資
料
に
続
く
貴
重
な
資
料
が
掲
載
さ
れ

　
て
い
る
。

（
資
料
1
）

（
資
料
2
）

（
資
料
3
）

（
資
料
4
）

（
資
料
5
）

（
資
料
6
）

【
配
布
資
料
名
紹
介
】

↓
搾
生
ω
熱
Φ
α
q
δ
バ
○
閃
竃
課
『
彌
…
撒
典
書
』
　
一
九
一
二
五

（
昭
和
一
〇
）
年
第
1
版
／
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）

年国
Φ
鳥
Φ
ユ
o
o
し
d
繋
げ
鍵
○
ω
G
o
＼
ω
U
団
訳
編
『
毎
臼
の
ミ
サ

典
書
』
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
初
版
／
～
九
六
二

（
昭
和
三
七
）
年

○
勾
U
O
］
≦
囲
ω
ω
陶
0
¢
竃
℃
○
勺
¢
い
○
　
「
キ
リ
ス
ト

と
我
等
の
ミ
サ
」

廣
瀬
源
入
編
纂
『
、
彌
撒
辞
難
壁
の
導
き
』
　
一
八
入
六

（
明
治
一
九
）
年

図
ヨ
圃
冨
胃
鋤
ぴ
q
蝦
露
ζ
閏
℃
編
纂
『
公
教
會
三
旬
歌
集
』

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年

小
鳴
準
治
課
『
醤
新
澗
約
聖
書
傳
　
新
約
　
全
　
新

約
書
傳
』
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
／
一
八
入
三
（
明
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（
資
料
7
）

（
資
料
8
）

（
資
料
9
）

（
資
料
！
0
）

（
資
料
1
1
） 治

一
六
）
　
年
再
版

富
き
－
］
≦
嵩
Φ
竃
9
。
巴
一
巳
≦
団
℃
著
述
『
耶
鯨
書
行
紀
暑
』

一
入
入
○
（
明
治
＝
エ
）
年

高
橋
五
郎
　
繹
『
聖
幅
音
書
　
上
』
一
八
九
五
（
明
治

二
入
）
年

国
邑
寄
幻
鋤
α
q
餌
簿
竃
国
℃
課
『
我
主
イ
エ
ズ
ス
　
キ
リ

ス
ト
の
新
約
聖
書
』
　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年

北
英
國
聖
書
會
社
『
新
約
全
書
』
一
入
入
二
（
明
治

一
五
）
年

英
美
宣
教
師
　
著
『
聖
公
會
薦
文
』
一
八
八
三
（
明
治

｝
六
）
年
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